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1 はじめに

作家の文や文章の特徴づけには，文の長さや句読点
の間隔・用いる品詞などがよく用いられる．一方，「作
家の文体」に焦点をあてた場合，文の句構造や係り受
け構造が重要となる．本研究では，係り受け構造に着
目して解析を行ない，作家間の文構造の類似度に着目
する．文の句構造の類似度を測る指標として木カーネ
ル [1]が存在する．本研究では，木カーネルを用いた
文書間の類似度を求める文書カーネルを提案し，それ
を用いて作家間の類似度を求める．文章中の文の順序
も重要な特徴となり得るが，文構造に焦点をあてるた
めに，今回は文の順序は考慮せず bag of sentencesに
基づいて解析を行なう．

2 木カーネル

木カーネルは，2つの木構造データ間の共通してい
る構造として，部分木を用いるカーネルであり，共通
する部分木の個数を数えることで値が決定される．部
分木の定義は以下である．

• 少なくとも 1個以上の子を持つ任意のノードを選
んで，このノード（部分木の根とする）と，子孫
ノードの組み合わせで得られる木である．

• 部分木の根以外のあるノードが木に含まれる場合，
その兄弟ノードもすべて木に含む．

木カーネルは，木構造 T1，T2 に対して，以下の式で
定義される．

KA(T1, T2) = ⟨ϕ(T1),ϕ(T2)⟩ =
∑
S∈τ

ϕS(T1)ϕS(T2)，

ここで，S は部分木である．τ はすべての固有木の集
合で，また，ϕS(T )は，木 T が S を部分木として含
むときは１，含まないときは０となる．これにより，
T1 と T2 の共通の部分木の数え上げを実現している．

3 文書カーネル

文構造に着目した文書間の類似度を定義するため，
本研究では木カーネルを用いた文書カーネルを提案す
る．2つの文章中の文同士の木カーネルの平均値を用
いているため，本研究で提案するカーネルは「平均文
書カーネル」と呼ぶことにする．平均文書カーネルは，
１つ目の文書の各文と２つ目の文書の各文との木カー
ネル値を算出し，算出したすべてのカーネル値の平均
を取ることで求める．すなわち，以下が平均文書カー
ネルKD(D1, D2)の定義である．

1. KD(D1, D2) = 0, (D1 = ϕまたはD2 = ϕ)

2. KD({s}, D2) =
1

|D2|
∑

si∈D2
k(s, si),

3. KD(D1 ∪ {s}, D2)

= 1
|D1+1| (KD(D1, D2) +KD({s}, D2)),

ここで，D1は文書 1，D2は文書 2，sは文，siも文，
kは木カーネル，|D|はD中の文の数を表す．平均文
書カーネルはHausslerの論文 [2]より，カーネルであ
ることが証明できる．平均文書カーネルは，１文と１
文あたりの共通する部分木の個数の平均であるという
意味合いを持つ．

4 評価

平均文書カーネルを用いて実験を行なった．本研究
の実験では，青空文庫から比較的作品数の多い 31作
家を選んだ．データのクリーニングのため，係り受け
解析器の CaboChaと構文解析器のMecabを用いた．
2つの文の木カーネル値は葉である単語に大きく依存
する．本研究では，構文構造の類似度に焦点を当て，
用いられている単語の違いは極力排除したいため，各
単語を品詞に還元的に縮約したコーパスを用いる．定
義した平均文書カーネルは文数を一致させる必要があ
るため，各作家の文を 100 文ずつランダムに抽出し
たコーパスで平均文書カーネルの値を求めた．結果は
これを 10回行なったものの平均を求めた．また，木
カーネルの計算はMoschittiのプログラム [3]を用い
て計算した．この際，Subset Trees(SSTs)を用いる方
法と，Sub Trees（STs）を用いる方法とがあり，両者
について解析を行なった．両者の結果に大きな相違が
なったため，今回は STsによる解析について述べる．

5 議論

平均文書カーネルによる値を用いて作家間の文体的
な特徴による「距離」を算出し，それをもとにバネモ
デル [4]を作成した（図１）．バネモデルにおける「距
離」は文書カーネルによる値を二乗し，それを逆数に
取ったものを用いた．この図からもわかるように，宮
沢賢治が他の作家と「距離」が離れており，特徴的な
文を用いやすいのではないかと考えることができる．
また，芥川龍之介と太宰治の「距離」が近いことから，
二人は構文的に似た文を書くのではないか，一方，芥
川と夏目漱石は「距離」が離れていることから，二人
は構文的には似ていない文を書くのではないかと推測
できる．
平均文書カーネルの値が小さい，すなわち，構文的

に似ていない文書を書くと思われる宮沢賢治と芥川龍
之介に着目する．宮沢は全体的に短い文を書く傾向が
あり，芥川は宮沢よりも比較的にさまざまな長さの文
を書く作家である．1文が長ければそれに比例して 1
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文に含まれる部分木の個数も増加する．一方，1文が
短いとその分 1文に含まれる部分木は少なくなってし
まう．結果として，宮沢と芥川を比較した際，平均文
書カーネルの値が小さくなったと言える．次に，芥川
と新美を比較する．新美は宮沢と同じく児童文学を書
く作家であるが，比較的 1 文の文字数が多めである
ため，1文に含まれる部分木の個数は多くなると考え
られる．しかしながら，芥川と新美において平均文書
カーネルを算出した場合，値が小さくなった．これは
2人の作家の構文的な相違が大きく表れた結果である
と考えられる．最後に，芥川と太宰を比較する．この
2人の場合の平均文書カーネルの値は大きい．2人と
も 1文の文字数は平均して同じ程度であったため，値
が大きくなりやすいと考えられるが，新美とは異なり，
一致する部分木の個数が多い．また，この 2人の比較
に関しては，宮沢と新美とは異なり，短い文において
もある程度の値を算出していたため，全体として値が
大きくなったと言える．

6 関連研究

表層的な文字や記号・品詞の並びに基づく作家の特
徴づけに関する研究は多くある．例えば，文の長さに
ついて注目している文献として前川 [5]のものがある．
この文献では，各作品の文の長さの平均と，文の長さ
のばらつきを用いて比較を行なった．単語の長さに関
して分析を行なったのが金の研究 [6]である．この文
献では，単語の長さの分布には著者の特徴が現れるの
か，どうすれば著者の特徴がより明確に得られるかに
ついて分析を行なっている．
読点の打ち方について分析を行なった研究が金らの

研究 [7][8]である．ここでは，読点の前の文字や読点
の前の文字の品詞，読点を打つ間隔に関する情報の有
効性を分析した．いずれにおいても各特徴において作
家ごとに特徴がみられると述べている．
英語文書においても同様のような研究が行なわれて

いる．例えば，Yule[9]は，作家の文書の文の長さを
分析し，その平均値，中央値，四分位範囲が作家ごと
に異なるということを述べた．この結果を受けてYule

は，「The Imitation of Chirst」の著者推定を行ない，
文の長さの有用性を示した．
また，テキストデータに対するカーネルとしてベク

トル空間カーネルが定義されている．これは単語の出
現頻度に基づいたカーネルであり，文の句構造の類似
性を反映させる際にはほかの手法を考える必要がある．

7 まとめ

本研究では文書間の類似度を測るため，木カーネル
を用いた文書カーネルを提案し，それを用いて評価実
験を行なった．実験では係り受け解析を行ない，1コー
パス 100文と制約を設けたコーパスを用いて実験を試
みた．その結果，構文的に似ている作家や，似ていな
い作家を捉えることができた．文の長さによって結果
が左右されやすいが，構文的に似ている作家であれば

図 1: 文書カーネルの値を用いた作家の文体間の平均
「距離」によるバネモデル

平均文書カーネルの値が大きくなりやすいことも確認
できた．
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